
埼玉大学

名　越　斉　子

大学における授業改善に向けて

　大学院修了後の 20 数年間、相談・療育機関で、

心理士として、心身機能の特性に応じた工夫が必

要な幼児や小学生の発達支援に携わってきた。大

学で教員養成に当たり始めた頃、私の専門性で青

年期の定型発達の大学生にできるのか不安だっ

た。しかし、実際には驚くほど同じであった。も

ちろん内容や方法は異なるが、知的発達の遅れが

大きく、音声言語の理解や使用に困難がある子ど

もであっても、教職を目指す大学生であっても、

学習者の理解度やニーズを把握し、学習目標を明

確にし、その達成に最も効果的な方法を学習者の

特性を考慮して選び、対象者の理解度を確かめ、

調整するという指導の本質に変わりはなかった。

　大学の授業の目標や内容は予め決まっている

が、履修学生は蓋を開けてみないとわからない。

年度によって学生の雰囲気や知識は異なってお

り、アセスメントしながら計画を修正していく。

私は学びのユニバーサルデザイン（UDL）での

授業設計を試行し、目的に適っている場合には、

学生がやりやすい方法で課題に取り組めるように

している。初めは戸惑っている学生も、学びやす

いとわかると、自分で調整しながら学ぶようにな

る。学びやすい分、私もそれなりに高く要求し、

知識やスキルを使いこなせる課題では私に合わせ

てもらっている。多様な学び方に気づき、尊重さ

れる経験をした学生は、多様な子どもの学びを保

障することのできるインクルーシブ教育を牽引す

る教員になると期待している。　

　ご存知のように、大学には特別支援教育がなく、

障害のある学生は合理的配慮を申請する。UDL

を用いた授業は目的や目標が明確になるので、レ

ベルを下げることなく合理的な補助や代替方法を

検討できる。また、どの学生も自分の方法が認め

られるので、その範囲で対応できるかもしれない。

学生の多様性を大切にする授業への改善は、障害

のある学生の対応の一歩となるだろう。
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